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しずおか                                           ２０１９年 ２月 ２７日              

県勤協連ニュース    ３４２号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 

                    TEL・FAX 054-273-5130 

          ホームページ   http://kinrokyo.net/shizuoka/ 

                 Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net  
 

第５６回県政懇談会開催 
 
本年度県政懇談会は、各地区勤労協が検討してきた課題を集約し、要望書をまとめ、１月２９日（火）

に開催しました。 

 関係当局との懇談会は静岡県庁本館４０１会議室に

おいて１３時３０分より開会。県勤協連及び各地区勤労

協役員２５名が出席しました。 

冒頭、堀内会長から渡辺労働政策課長代理に川勝知事

宛の要望書を提出。進行は福井事務局長及び労働政策課

が担当しました。 

主な内容は次の通りです。 

 

◆１３：３０～１３：４０  

要望書の提出 堀内県勤協連会長 

要請に関する趣旨説明 福井県勤協連事務局長 

 

◆１３：４０～１４：１０  

要望書第１項 

「雇用施策について」 

平成３０年度の主な雇用施策について、  

現段階での進捗状況をお伺いします。 

（１）産業人材の確保 

①多様な求職者に対するワンストップサ 

－ビスの就労支援 

 ②人手不足分野の人材確保・育成 

 ③女性の就業希望の実現 

 ④新規学卒者等の県内就職支援 

 ⑤社会人のＵＩＪタ－ン就職の促進 

 ⑥障害のある人の活躍促進 

⑦高年齢者の活躍促進 

⑧外国人の就労支援 

（２）産業人の育成 

 ①現場主義に徹した人材育成 

②技術・技能を尊重する社会の実現 

③ライフステ－ジや社会の変化に対応し  

た職業能力の開発 

（３）就業環境の整備 

 ①「働き方改革」の推進 

 ②女性の活躍促進 

これらの県の施策について説明を受け、意見を交換しました。 
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＜県側説明担当課 経済産業部・労働政策課＞ 

 

 ◆１４：１０～１４：５０  

要望書第２項 

「地方公共交通の充実について」  

高齢者や障害者の外出機会の保障と街の活

性化のため、地域公共交通を整備・再編する

ことと、地域の実情に合わせたコミニュティ

バスなどの運行による地域公共交通のネッ

トワ－クをはかることが必要と考えます。 

県内におけるコミニュティバスの運行状況

と対策についてお伺いします。 

これらの県の施策について説明を受け、意見を交

換しました。 

 

 

 

＜県側説明担当課 交通基盤部・地域交通課＞ 

 

〔説明事項〕 

・静岡県雇用対策協定に基づく平成３０年度事業計画の概要 

静岡県と静岡労働局は、県内の産業人材の確保及び育成並びに就業環境の整備を推進するため、相互に

連携して以下の施策に取り組む。 

１ 産業人材の確保 

（１）多様な求職者に対するワンストップサービスの就労支援（２）人手不足分野の人材確保・育成 

（３）女性の就業希望の実現（４）新規学卒者等の県内就職支援（５）社会人のＵＩＪターン就職の促  

 進（６）障害のある人の活躍促進（７）高年齢者の活躍促進（８）外国人の就労支援 

２ 産業人材の育成 

（１）現場主義に徹した人材育成（２）技術・技能を尊重する社会の実現 

（３）ライフステージや社会の変化に対応した職業能力の開発 

３ 就業環境の整備 

（１）「働き方改革」の推進（２）女性の活躍促進 

〔説明事項〕 

・バス路線の運行維持対策 
県内の乗合バスの輸送人員は減少傾向にあり、ピーク時の昭和４３年度（３億４３００万人）と比べ、
平成２７年度には７９００万人となっており、約４分の１まで減少しています。 

県では、生活交通に欠かせないバス路線を確保するため、国、市町、路線バス事業者とともに「静岡県
生活交通確保対策協議会」を設置し、バス沿線の皆さんのご意見を反映させながら、維持すべき路線バ
ス事業者の赤字路線や市町自らが運行するバス路線に対し、補助等の様々な支援を行っています。 

（バス運行対策費補助金、静岡県バス路線維持助成費補助金、市町自主運行バス事業費補助金） 

・コミュニティバス運行状況 
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◆１４：５５～１５：４０  

要望書第３項 

「みんなで取り組む健康長寿条例について」 

平成２８年１２月「みんなで取り組む健康長寿条

例」が制定されました。私たちは健康長寿に向

けた取り組みの推進に当たっては積極的に協

力していきます。条例第１０条の規定基づく、

平成３０年度報告書の内容についてお伺いし

ます。 

（１）静岡県の健康増進施策 

（２）健康でいきいきと暮らせる長寿社会づ 

くり（高齢者の生きがいづくり、介護  

予防） 

（３）生涯スポ－ツの振興 

 

これらの県の施策について説明を受け、意見

を交換しました。 

 

＜県側説明担当課 健康福祉部・健康増進課  健康福祉部・長寿政策課 

文化観光部・スポーツ振興課 ＞ 

 

〔説明事項〕別紙参照 

・平成３０年度みんなで取り組む健康長寿条例に基づく報告書 
平成 30 年 3 月、平成 28 年データに基づく都道府県別健康寿命が厚生労働省から公表されました。 

過去 3 回（平成 22 年、平成 25 年、平成 28 年）の健康寿命の平均値で、静岡県は男性が 72.15 歳、
女性は 75.43 歳で男女ともに全国 2 位でした。 

また、本県が独自に算出した男女計の平均値も、73.82 歳で全国 2 位となり、本県が全国トップクラ
スの健康長寿県であると言えます。 

男    性 女    性 男 女 計（静岡県算出） 

順位 都道府県 歳 順位 都道府県 歳 順位 都道府県 歳 

１ 山梨県 ７２．３１ １ 山梨県 ７５．４９ １ 山梨県 ７３．９３ 

２ 静岡県 ７２．１５ ２ 静岡県 ７５．４３ ２ 静岡県 ７３．８２ 

３ 愛知県 ７２．１５ ３ 愛知県 ７５．３０ ３ 愛知県 ７３．７３ 

 

・「静岡県条例第５４号」みんなで取り組む健康長寿条例 平成２８年１２月２７日公布 
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☆三島市勤労協 

        山田川自然の里での竹林整備 

三島市連合勤労協では、２０１９年の初仕事と

して山田川自然の里で竹林整備を２月１日（金）、

２月３日（日）の二日間に渡って作業を行ないま

した。 

両日ともに天候に恵まれまして、1日は竹の間伐

と運搬グループにわかれて行いました。竹林の中

に随分と光が差し込み明るくなりました。 

   ３日は竹壁を作る竹枝の伐りだしと、竹の燃焼、

焼芋を担当するグループに別れての作業でした。

竹炭での焼芋は大変美味でした。延べ参加人員は

２０名でした。 

    

 

 

恒例の新年親睦会開催 

 

２月３日（日）の夜は恒例の新年親

睦会を長伏公民館で行い長伏友和会

の皆様による手料理（鍋、オデン、サ

ンマの丸干、漬物）等の御馳走とビー

ル、酒、ジュースの飲み放題で飲む程

に年金、健康、市政、政治、趣味の話

しが盛り上がり、各自がカラオケで自

慢の喉を披露しながら楽しい時を過

ごしました。参加人員は 30名です。 

                                    

（通信員 山田信昭） 

 

 

 

☆清水地域勤労協 

 「２０１９年新春旗開き」開催 

 

２０１９年新春旗開きを「アップステアーズ」で１

月１９日（金）に開催しました。 

加盟労組・団体、社民党清水支部、来賓の合計３３

名が参加しました。 

開会挨拶のあと、主催者挨拶で、鈴木 禎昭会長は「今

年は統一自治体選挙の年であり、来賓に来ていただい

各地区活動報告 
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◆◇◆ 県勤協連 掲示板 ◆◇◆ 

 

◎被災６５周年３.１ビキニデー全国集会  

日時：３月１日（金）１８：００～２０：００  

場所：静岡労政会館大ホール 

 ◎２０１８年度東部ブロック研究集会 

   日時：２０１９年３月７日（木）１０時～１３時予定   

会場：ラ・ホール富士 第一会議室 

講演：「沖縄問題について」（講師 富田英司氏（静岡・沖縄を語る会事務局長）） 

会 費：１，５００円 

◎３．１１さようなら原発１０００万人アクション静岡集会 

  日時：３月１１日（月）１８：００～１９：３０ 

  場所：静岡市常盤公園噴水広場  

 

   

 

 

 

ている林 芳久仁県会議員を全力で支え、

当選するように頑張っていきたいと思い

ます。そして夏には参議院選挙が行われ

ますが清水勤労協が推す候補者の当選を

全力で取り組む。 

昨年から沖縄の辺野古の埋め立てが県

民の反対を押し切り本格的に始まりまし

た。そして春には県民投票が行われます。 

昨年暮れに厚生労働省による毎月勤労

統計の不正調査が発覚しました。勤労統計

は従業員５００人以上の事業所は全数調

査を実施するのがルールであった。しかし、

全数調査しなくても精度が確保できると

して抽出調査を正当化するマニュアルが

作成され実施された。それにより雇用保険

など過少支給の影響が出ました。特別監察

調査委員会が開催され全容解明が待た

れます。 

私共の生活や勤労者の安心ネット実

現に向け、平和と民主主義を守るため勤

労協運動を位置付けて取り組んでいく」

と挨拶がありました。 

来賓として、静岡県勤労者協議会連合会

事務局長の福井 豊様・静岡県議会議員林 

芳久仁様・林県議の紹介により市議補欠選

挙立候補予定稲葉ひろゆき様・社民党県連

合代表橋本勝六様、労金清水支店長河辺 

昭一様、全労済中部支所課長島村 哲史様か

ら連帯のご挨拶をいただきました。 

参加者は年頭に際し連帯・交流・親睦で

大いに盛り上がり、旗開きを終了しました。

         （通信員 宮内 朝次） 
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